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【記述例】
 

《Pos.》決勝順位
アメリカのレースは基本的に決勝レースに出走したすべての車に、最下位まで順位が
付く。ヨーロッパや日本では完走車に限られるので、リタイアすると（完走義務周回数
を満たしていないと）順位は付かない状態で公表されるのとは異なる。「ns」と記され
ている者は決勝レースに出走していないことを表わす。Did Not Startの略。予選通過
はしたのに怪我や故障で決勝出走を断念したり、予選不通過（Did Not Qualify＝DNQ）
などが含まれる。本書では予選に臨んだ者はできるだけ記載するように努めたが、公
式結果には通常DNQ者は記載されないため、資料も少なく、現状では完全なデータと
は言い切れないので、その点に注意。予選以前の練習走行のみで断念した者やエント
リーのみで実際に走行しなかった者は記載していない。

《No.》カーナンバー
各車に付けられている競技番号。アメリカではチームごとに（ドライバーではなく）長
年にわたって同一ナンバーを用いることが多い。

《Driver》ドライバー
初期のレースではレース途中でのドライバー交代（リリーフ）が多数あったが、公式結
果にはリリーフ・ドライバーは記載されず（本書では偶数ページ上方に別記載）、あく
までスタート時のドライバーの戦績とされる。ただし1924年と41年のウィナーのみ、
リリーフ・ドライバーの活躍ぶりが評価され 2 名連名となる。スペルに関しては、フ
ァミリー・ネーム（姓）を先に表記することが近年は多くなってきているので、それに
倣う。表記ではvをbと区別する「ヴ」、zをsと区別する「ヅ」も本書では用いる。同
じスペルでも国籍によって読み方が違う例があるが、その人物の母国語の発音を尊重
する。chiは英語読みでは「チ」だが、イタリア語では「キ」、フランス語では「シ」
となる例が多い。例えばフランス人のJean-Pierreのようにハイフンが付く名前は「ジ
ャン‐ピエール」と表記するのが自動車雑誌では過去50年以上慣例となっているので、
文芸誌や小説等に見られる「ジャン゠ピエール」のようなダブルハイフンは本書では
用いない。同様の名前ながら南米人に多い元々ハイフンが付いていないもの（例。Juan 
Manuel Fangio、Juan Pablo Montoya）は、フアン・マヌエル・ファンジオのように
「・」（ナカグロ、ナカテン）を用いる。

《Nat.》国籍
ドライバーの国籍略号は以下のとおり。A＝オーストリア、AUS＝オーストラリア、
B＝ベルギー、BR＝ブラジル、CDN＝カナダ、CH＝スイス、COL＝コロンビア、
CS＝チェコ、D＝ドイツ、E＝スペイン、F＝フランス、GB＝イギリス、I＝イタリ
ア、IRL＝アイルランド、J＝日本、MC＝モナコ、MEX＝メキシコ、NL＝オラン
ダ、NZ＝ニュージーランド、RA＝アルゼンティン、RCH＝チリ、RUS＝ロシア、
S＝スウェーデン、SF＝フィンランド、UAE＝アラブ首長国連邦、USA＝アメリカ
合衆国、YV＝ヴェネヅエラ、ZA＝南アフリカ。現役引退後にアメリカ国籍を取得し
たような例もあるが、基本的に現役当時の国籍とする。オリンピックの IOC方式表記

（ 3 文字で表わす）に従う表記法が近年増えつつあるが、モータースポーツ界で長く慣
例となってきたものの方が好ましいので本書ではこちらを用いる。

《Car Name》車名
アメリカではスポンサー名を冠した車名が昔から一般的。ヨーロッパや日本では基本
的にシャシー・メーカー名を優先しつつエンジン名と併記するのが慣例であるのとは
異なる。本書では、車名が長くてスペース内に記載できないものは欄外に記してある。

《Chassis》シャシー
シャシー・メーカー、シャシー・コンストラクター名を表わす。同一コンストラクタ
ーながらタイプ名を記して区別した方が良いと思われる場合にはタイプ名も付記する。
1950年代のカーティス‐クラフト社のように名前が長い場合はKKと略してある。か
つては個人が手造りした一品製作車や、他車をコピーして参戦するような例も多く、
現在のコンストラクター的括りでは難しい存在も少なくない。前述のようにアメリカ
では車名を優先する慣例があるため、エントリー・リストにシャシー名が記載されな
い場合も多く、特にDNQ車両のシャシー名は現在に至るまで不明であることが多い。

《Drive》駆動方式
エンジン搭載位置と駆動輪を表わす。F/RWD＝フロント・エンジンで後輪駆動、F/
FWD＝フロント・エンジンで前輪駆動、F/ 4 WD＝フロント・エンジンで 4 輪駆動、
R/RWD＝リア・エンジン（コクピット背後にミドシップとする）で後輪駆動、R/4WD＝
ミドシップで 4 輪駆動。それ以外に、前後にエンジンを搭載した例、コクピット側面
に搭載した例、 6 輪等もあるが、いずれもそれぞれ特記する。

《Engine》エンジン
初期の車はシャシーもエンジンも同一メーカーのものが多かったが、間もなく別々と
なっていったため、別項目とする。2006～11年にかけては他社の参入がなくホンダの
ワンメイクだった。

《Cyl.》気筒
ピストンエンジンの気筒数。L＝直列、V＝V型。1960年代に参戦したプラット&ホイ
ットニーはガスタービン・エンジンなので気筒欄は空白。

《Dis.》エンジン排気量
Displacementの略。アメリカではc.i.（キュービック・インチ＝立方インチ）単位で表記
されるので16.387（2.54cmの 3 乗）を掛けて換算し、端数を四捨五入する。4.5とあれば
約4500ccの意。数字にsが付記されているものは機械式スーパーチャージャーが付い
ているエンジン、tが付記されているものはターボ式スーパーチャージャー（＝ターボ
チャージャー）が付いているエンジンを表わす。dはディーゼル・エンジン。

《Laps》周回数
初年度1911年は計時システムの混乱により周回遅れ車の消化周回数が不明のまま現在
に至る（「N/A」とはnot availableの略）。1924年と30年と34年は決勝順位と周回数の関
係に少なからず矛盾が見られるが、本書ではアメリカのレースの公式結果（いわゆる
Box Score）を尊重してそのまま掲載する。

《Time》所要タイムまたはリタイア原因
ごく初期は秒までの計測だったが、技術の進歩により、1919年には100分の 1 秒、1980
年代後半には1000分の 1 秒、2001年からは 1 万分の 1 秒まで計測可能となっている。
ただし、Box Scoreには優勝車のタイムと 2 位との差のみが記載される習慣が昔から
あり、 3 位以下の完走車の所要タイムは公表されず不明であることが多い。インディ
500に限っては公表される場合もあるので本書にも可能な限り記載するが、資料によっ
ては数字が不統一なこともあるため、あくまで参考程度に。チェッカードフラッグを
受けたが所要タイムが不明の場合は、本書では「走行中」と表記してある。そして、
昔（1960年代半ばまで）は優勝車がフィニッシュした後もしばらくの間レースが継続さ
れた。これは、基本的に走行中の各車が（たとえ周回遅れになっていたとしても）200周
走破するのを優先させたための措置。リタイア原因にはアメリカ独特の言い回しのも
のも多々あるが、一部そのままとしつつも、分かりやすく書き換えたものもある。
「DNQ」とは予選不通過の意。

《Speed》決勝レースの平均時速
完走車についてはその平均時速がマイル（mph）で発表される。日本やヨーロッパ大陸
でお馴染みのキロ（km/h）に換算するためには、FIA（国際自動車連盟）公認値の1.60934
を掛ければ良い。本書では優勝者の平均時速km/h表示は、各レース大会を紹介する
見開きの偶数ページ下の優勝車写真のキャプションにも記載する。

《Prize Money》獲得賞金額
アメリカのプロレースの結果表にはこれが必ず記載される。第 1 回大会優勝者は 1 万
4250ドルだったものが第101回大会優勝者（佐藤琢磨）は245万8129ドルを獲得。実に200
倍以上になった。 1ドル110円で換算すると約 2 億7040万円という計算になる。

《Speed》予選スピード
長い間、予選（クォリファイ）は決勝レースの 2 週間前の週末（土日）と 1 週間前の週末

（土日）に、一台ずつの連続 4 周タイムアタックによって競われた。タイムではなくス
ピード（mph）で表示するのがアメリカ流。最初の週末をポール・デイと呼び（ポールポ
ジション＝予選 1 位、およびグリッド上位が決定）、翌週をバンプ・デイと呼ぶ（どん
なに速く走ってもポール・デイ通過各車の後方グリッドに整列することとなる。グリ
ッド33台分が埋まった後は、34台目以降が好タイムを記録するごとに、遅い者から一
台ずつ落ちていき、これをbump outされるという。弾き出された者は予選時間内で
あれば再アタックが可能（一台につきアタック回数が決められているので、事故に遭っ
たりした時はカーナンバーの異なる車両に乗り換えて再アタックする方法もある）。ま
た、ポール・デイのタイムだと予選通過が危ういと事前に思うような場合はそのタイ
ムやアタック走行そのものをキャンセルする手法もあるが、その分バンプ・デイでの
リスクが高まることとなる。2010年以降はレース 1 週間前の週末 2 日間が予選となる。

《Qfy.》予選順位≒グリッド順位
必ずしも「予選スピード」の速い順と「予選順位≒グリッド順位」がイコールではな
いということに要注意。当初 5 列あるいは 4 列縦隊だったスターティング・グリッド
は1921年以降 3 列縦隊のローリング・スタートとなり（イン側＝左側が上位）、それが
現在も続いている。1980年代以降、世界中の主要レースは 2 列縦隊グリッドが多い中
で、これは珍しい。

＊　＊

以上の他にも、チーム／エントラント（アメリカではオーナーと表現することが多い）、
タイヤ・メーカー、カラーリング、ルーキーか否か、といった項目も入れたかったが、
スペースには限りがあるため割愛せざるをえなかった。

はじめに

インディ500で佐藤琢磨が優勝！

2017年 5 月28日は日本のモータースポーツ史に残る歴史的な一日となった。

アメリカ随一のカー・レースであり、ル・マン24時間やF 1モナコ・グランプ

リとともに「世界三大レース」と謳われる《インディアナポリス500マイル》

で、遂に日本人が勝った。1911年以来、毎年アメリカの戦没者追悼記念日に催

される大会は、実に通算100回の歴史と伝統を持つ。2017年はその第101回だっ

た。現存するレースの中では世界で最も由緒ある一戦と言って間違いない。

アメリカ北東部、五大湖の南に隣接したインディアナ州（区分けとしては合衆

国中西部）、その首都インディアナポリスが舞台。毎年 5 月になると、街はイン

ディ500一色に染まる。一周2.5マイル（4.023km）の楕円形というよりは長方形に

近いオーバル・コース。それを左回りで200周、計500マイル（804.67km）もの長

丁場を、ドライバー交代もせず、途中燃料補給のピットストップを繰り返しな

がら、 3 時間余りで走り切る。もしコース上で事故が発生すると追い抜き不可

のイエロー・コーションとなり、減速走行を余儀なくされるが、その処理が終

われば戦闘再開、出走33台は一周平均350km/hの超高速で接近しながら抜きつ

抜かれつ、駆け引きの応酬。優勝平均スピードは250～300km/h前後。2017年

の場合は、チェッカードフラッグが舞った時、優勝と 2 位の差は僅か0.2011秒

にすぎなかった。

優勝した佐藤琢磨が手にした賞金246万ドル、邦貨 2 億7000万円余。たった

0.2秒差で 2 位に甘んじたエリオ・カストロネヴェスは77万ドル（8470万円）。勝

者たることが如何に重要か。しかもインディのビクトリーレーンで表彰される

のは優勝者だけだから、他のレースのように 2 ～ 3 位の者が一緒に表彰台に立

つことはない。

レース決勝当日、世界中から押し寄せる観客数は30万とも40万とも言われ、

一スポーツイベントの観客動員数としては世界一だとか。そして、ここで勝つ

ことは、自動車レース一戦に勝ったということに留まらない。一夜にしてアメ

リカの英雄となる。ホワイトハウスに招待され大統領から祝福された者も少な

くない。

すべてが桁外れの一戦なのだ。だから我々はもっとインディ500のことを知ろ

う。知ったかぶりの主観を廃し、まずはファクツ（史実）を中心にして。
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6 第 1 回 1911年 優勝：レイ・ハロウン
8 第 2 回 1912年 優勝：ジョー・ドウソン

10 第 3 回 1913年 優勝：ジュル・グー
12 第 4 回 1914年 優勝：ルネ・トーマ
14 第 5 回 1915年 優勝：ラルフ・デパルマ
16 第 6 回 1916年 優勝：ダリオ・レスタ
18 第 7 回 1919年 優勝：ハウディ・ウィルコクス
20 第 8 回 1920年 優勝：ガストン・シヴォレー
22 第 9 回 1921年 優勝：トミー・ミルトン
24 第10回 1922年 優勝：ジミー・マーフィー
26 第11回 1923年 優勝：トミー・ミルトン
28 第12回 1924年 優勝：L. L. コラム／ジョー・ボイヤー
30 第13回 1925年 優勝：ピーター・デパオロ
32 第14回 1926年 優勝：フランク・ロックハート
34 第15回 1927年 優勝：ジョージ・サウダーズ
36 第16回 1928年 優勝：ルイス・メイヤー
38 第17回 1929年 優勝：レイ・キーチ
40 第18回 1930年 優勝：ビリー・アーノルド
42 第19回 1931年 優勝：ルイス・シュナイダー
44 第20回 1932年 優勝：フレッド・フレーム
46 第21回 1933年 優勝：ルイス・メイヤー
48 第22回 1934年 優勝：ビル・カミングズ
50 第23回 1935年 優勝：ケリー・ペティロ
52 第24回 1936年 優勝：ルイス・メイヤー
54 第25回 1937年 優勝：ウィルバー・ショウ
56 第26回 1938年 優勝：フロイド・ロバーツ
58 第27回 1939年 優勝：ウィルバー・ショウ
60 第28回 1940年 優勝：ウィルバー・ショウ
62 第29回 1941年 優勝：フロイド・デイヴィズ／マウリ・ローズ
64 第30回 1946年 優勝：ジョージ・ロブソン
66 第31回 1947年 優勝：マウリ・ローズ
68 第32回 1948年 優勝：マウリ・ローズ
70 第33回 1949年 優勝：ビル・ホランド
72 第34回 1950年 優勝：ジョニー・パーソンズ
74 第35回 1951年 優勝：リー・ワラード
76 第36回 1952年 優勝：トロイ・ラットマン
78 第37回 1953年 優勝：ビル・ヴコヴィッチ
80 第38回 1954年 優勝：ビル・ヴコヴィッチ
82 第39回 1955年 優勝：ボブ・スウェイカート
84 第40回 1956年 優勝：パット・フレハーティ
86 第41回 1957年 優勝：サム・ハンクス
88 第42回 1958年 優勝：ジミー・ブライアン
90 第43回 1959年 優勝：ロジャー・ウォード
92 第44回 1960年 優勝：ジム・ラスマン
94 第45回 1961年 優勝：A. J. フォイト
96 第46回 1962年 優勝：ロジャー・ウォード
98 第47回 1963年 優勝：パーネリ・ジョーンズ

100 第48回 1964年 優勝：A. J. フォイト
102 第49回 1965年 優勝：ジム・クラーク
104 第50回 1966年 優勝：グレアム・ヒル
106 第51回 1967年 優勝：A. J. フォイト
108 第52回 1968年 優勝：ボビー・アンサー
110 第53回 1969年 優勝：マリオ・アンドレッティ
112 第54回 1970年 優勝：アル・アンサー

114 第55回 1971年 優勝：アル・アンサー
116 第56回 1972年 優勝：マーク・ダナヒュー
118 第57回 1973年 優勝：ゴードン・ジョンコック
120 第58回 1974年 優勝：ジョニー・ラザフォード
122 第59回 1975年 優勝：ボビー・アンサー
124 第60回 1976年 優勝：ジョニー・ラザフォード
126 第61回 1977年 優勝：A. J. フォイト
128 第62回 1978年 優勝：アル・アンサー
130 第63回 1979年 優勝：リック・メアーズ
132 第64回 1980年 優勝：ジョニー・ラザフォード
134 第65回 1981年 優勝：ボビー・アンサー
136 第66回 1982年 優勝：ゴードン・ジョンコック
138 第67回 1983年 優勝：トム・スニーヴァ
140 第68回 1984年 優勝：リック・メアーズ
142 第69回 1985年 優勝：ダニー・サリヴァン
144 第70回 1986年 優勝：ボビー・レイハル
146 第71回 1987年 優勝：アル・アンサー
148 第72回 1988年 優勝：リック・メアーズ
150 第73回 1989年 優勝：エマーソン・フィッティパルディ
152 第74回 1990年 優勝：アリー・ルイェンダイク
154 第75回 1991年 優勝：リック・メアーズ
156 第76回 1992年 優勝：アル・アンサーJr.
158 第77回 1993年 優勝：エマーソン・フィッティパルディ
160 第78回 1994年 優勝：アル・アンサーJr.
162 第79回 1995年 優勝：ジャック・ヴィルヌーヴ
164 第80回 1996年 優勝：バディ・ラヅィア
166 第81回 1997年 優勝：アリー・ルイェンダイク
168 第82回 1998年 優勝：エディー・チーヴァー
170 第83回 1999年 優勝：ケニー・ブラック
172 第84回 2000年 優勝：フアン・パブロ・モントーヤ
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インディアナポリス・モーター・スピードウェイを創設した 4
名は、右から、ジェイムズ・アリソン、カール・フィッシャー、
フランク・ホイーラー、アーサー・ニュービー。そして左端は
ヘンリー・フォード

2017年優勝者・佐藤琢磨と巨大なボーグ‐ウォーナー・トロ
フィー。歴代優勝者の顔が描かれている
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レイ・ハロウン（マーモン・ワスプ）　120.060km/h　オーナー：Nordyke & Marmon Co.　ファイアストン・タイヤ

記念すべき第 1 回大会のスタート。排気ガスに
よる白煙たなびく中、ゴールは 7 時間近く先だ

記念すべき初の大会には参加46台が集った。予選はなく（ 1/4マイルを75mph以上走
行が条件）、スタートは参加受付順。 8 万人が見守る中、5 台ずつ整列したグリッドか
らスタート。レース前半はデイヴィド・ブルース‐ブラウンがリードしたが、半ばに
トップに立ったレイ・ハロウンが栄えある初代ウィナーとなった。マーモン社のエン
ジニアでもある彼は、他車すべてがライディングメカニックとの二人乗りの中、自身
で考案したバックミラーを装着して後方確認を自ら行ない（自動車にバックミラーを装
着した最初）、一人乗りの軽量さでタイヤをセーブしつつ、ライバル車よりもピットス
トップ回数を減らした。ただし規則でレース途中でのドライバー交代（リリーフ）が許
されたので、途中サイラス・パチュケに30周余りリリーフを仰いだ後、再度コクピッ
トに戻ってチェッカーを受け、引退を表明した。

開催日／天候   1911年 5 月30日／曇り
車両規定   9832cc（600ci）以下
参加／決勝出走   46台／40台
優勝スピード   74.602mph（120.060km/h）。 2 位に 1′43″差
賞金総額   $30,150 
ポールシッター   エントリー順
最速ラップ   発表されず
ルーキー賞   未制定（40人）
リー ド・チェンジ   12回／ 7 人。1–4＝エイトケン、5–9＝ウィシャート、10–13＝

ベルチャー、14–19＝ブルース-ブラウン、20–23＝デパルマ、24–72＝ブルー
ス-ブラウン、73–76＝エイトケン、77–102＝ブルース-ブラウン、103–137＝
ハロウン、138–142＝マルフォード、143–176＝ハロウン、177–181＝マルフォ
ード、182–200＝ハロウン

リリ ーフ   No.32 Cyrus Patschke、No.11 Dave Murphy、No.31 Cyrus 
Patschke、No.12 Walter Jones、No.15 Jim Coffey、No.30 Eddie Rickenbacker、
No.37 E. H. Sherwood→Howard Frey、No.41 Rupert Jeffkins、No.38 Frank 
Goode、No.18 Ed Parker、No.6 Jap Clemons、No.26 Robert Evans、No.23 Mel 
Marquette、No.42 Johnny Jenkins、No.1 Elmer Ray
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ジョー・ドウソン（ナショナル）　126.686km/h　オーナー：National Motor Vehicle Co.　ミシュラン・タイヤ

前年のたった一回の開催でインディ500は海外からも注目を集める一戦となった。一周
75mph以上が参加条件。イタリア生まれアメリカ育ちのラルフ・デパルマは 3 周目に
トップに立つと圧倒的スピードで後続車を引き離していく。しかし残り 2 周というと
ころでコンロッドがクランクケースを貫き、デパルマのメルセデスはストップ。しか
し諦めきれないデパルマとライディングメカニックはマシーンから降りると重いマシ
ーンを必死に押し始めた。この時点で 5 周差をつけられていた 2 位ジョー・ドウソン

（ナショナル）が同周回へと持ち込み、200周レースのうち最後の 2 周のみリードして逆
転優勝、出走24台を制して 2 万ドルを獲得した。なおドウソンはレース中約40周にわ
たってドン・ハーのリリーフを仰いだ。前年のハロウンの例を考慮してこの年からラ
イディングメカニックの同乗が義務付けられた。

優勝目前で止まってしまった巨大なメルセデス
を必死に押すデパルマと同乗メカ

開催日／天候   1912年 5 月30日／晴れ
車両規定   9832cc以下。 2 人乗り
参加／決勝出走   29台／24台
優勝スピード   78.719mph（126.686km/h）。 2 位に10′23″差
賞金総額   $47,900
ポールシッター   エントリー順
最速ラップ   発表されず
ルーキー賞   未制定（ 7 人）
リー ド・チェンジ   2 回／3 人。1–2＝テツラフ、3–198＝デパルマ、199–200＝ド
ウソン

リリ ーフ   No.8 Don Herr、No.3 Caleb Bragg、No.28 Billy Knipper、No.18 
Harry Endicott、No.2 Billy Knipper、No.14 Charles Arnold、No.22 George 
Ainslee、No.9 Bill Rader、No.17 W. H. Farr、No.5 Neil Whalen、No.6 Neil 
Whalen
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ケリー・ペティロ（ギルモア・スピードウェイSpl.）　170.976km/h　オーナー：Kelly Petillo　ファイアストン

燃料使用量はさらに減らされて42.5ガロン（160.86リッター）に。22歳のレックス・メイ
ズが最年少ポール・ウィナーとなる（そのライディングメカニックは日系二世タケオ

“チック”ヒラシマ）。予選最速タイムはケリー・ペティロが記録したが、燃料規定を
僅かにオーバーしていたため無効となり、再度予選アタックの結果22位スタートに。
しかしこれで火が付いたかレースでペティロは猛追撃を展開、序盤63周をリードした
メイズがピットインして遅れると、145周目には首位に立ち、追いすがるウィルバー・
ショウを降して勝利を収めた。出走33台中24台がミラーで、上位10車はミラー系エン
ジン。ミラーのボート（マリン）レース用エンジンから派生したレオ・グーセン設計の
新しいオッフェンハウザー（通称オッフィー）が 1–2となり、以後「名機」として活躍
し始める。ヘルメット着用が義務付けられた。

予選 1 位のレックス・メイズ、同乗メカは日系二
世のチック・ヒラシマ。ヘルメットが義務化に

開催日／天候   1935年 5 月30日／晴れ
車両規定   市販エンジン6000cc以下。燃料42.5ガロン以内。 2 人乗り
参加／決勝出走   59台／33台
優勝スピード   106.240mph（170.976km/h）。 2 位に40″02差
賞金総額   $78,925
ポールシッター   R. メイズ　120.736mph（194.305km/h）　12′25″43＝10周合計
最速ラップ   発表されず
ルーキー賞   未制定（ 8 人）
リー ド・チェンジ   6 回／4 人。1–63＝メイズ、64–67＝スタップ、68–73＝ペテ
ィロ、74–99＝メイズ、100–139＝ペティロ、140–144＝ショウ、145–200＝ペ
ティロ

リリ ーフ   No.21 Gene Haustein、No.9 Billy Winn、No.16 Johnny 
Sawyer→Babe Stapp、No.19 Frank Brisko、No.7 Tony Gulotta、No.2 Paul Bost、
No.42 George Barringer
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ロジャー・ウォード（リーダーカード500ロードスター）　225.779km/h　オーナー：Leader Cards, Inc.　ファイアストン

スタート&フィニッシュ・ライン地点の煉瓦敷き以外はすべて舗装が完了し、予選で
150mphの壁（一周 1 分）はワトソン・オッフィーを駆ったパーネリ・ジョーンズによ
って破られた。 4 周平均150.370mph（最速周は150.729mph）。しかし彼はレース前半を
完全に制圧しながらもブレーキ・トラブルに見舞われたため、ノーブレーキ走行を余
儀なくされ、 7 位に終わる。リーダーカード陣営のロジャー・ウォードが 2 勝目を挙
げ、追走するロジャー・マクラスキーがスピン脱落後、2 位にもチームメイトのレン・
サットンが入った。同一チームの 1–2フィニッシュは1947&48年以来。ウォードの最
近 4 年間の結果は優勝・ 2 位・ 3 位・優勝ということになる。アメリカ人F 1スター
のダン・ガーニーがミッキー・トンプソン陣営のビュイック市販ベースのアルミV 8
搭載、唯一のミッドシップ車でインディ初挑戦。

トンブソン車の前で若
きダン・ガーニーとロ
ジャー・ペンスキー

（左）が未来を語る⁉

開催日／天候   1962年 5 月30日／晴れ
車両規定   非過給4200cc／過給2800cc以下
参加／決勝出走   65台／33台
優勝スピード   140.293mph（225.779km/h）。 2 位に11″52差
賞金総額   $425,652
ポールシッター   P. ジョーンズ　150.370mph（241.996km/h）　 3′59″41＝ 4 周合計
最速ラップ   P. ジョーンズ　148.295mph（238.657km/h）　 1′01″00　56周目
ルーキー賞   ジム・マクエリース（ 5 人中）
リー ド・チェンジ   6 回／5 人。1–59＝ジョーンズ、60–61＝フォイト、62–64＝

マクラスキー、65–125＝ジョーンズ、126–160＝ウォード、161–169＝サット
ン、170–200＝ウォード

リリーフ   No.21 A. J. Foyt→Paul Russo、No.88 Bill Cheesbourg
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A. J. フォイト（シェラトン‐トンプソンSpl.）　237.136km/h　オーナー：Ansted-Thompson Racing　ファイアストン

エディー・ザックスとルーキーのデイヴ・マクドナルドが 2 周目ターン 4の大事故に
よって焼死した。これによりレースは 2 時間の赤旗中断となる。天候による中断はこ
れまでにもあったが、事故による中断はこれが初。スポーツカー・レースで台頭著し
いマクドナルドが駆ったミドシップ車は、ミッキー・トンプソンが手掛けたユニーク
なもの。レース再開後は 2 台のロータス34・フォードDOHC（ボビー・マーシュマン
とジム・クラーク）がリードしたが、いずれもメカニカル・トラブルで脱落。リーダー
のパーネリ・ジョーンズは燃料補給後ピットアウトする際に引火、これら混乱の結果、
A. J. フォイトが自身 2 勝目をワトソン・オッフィーを駆って挙げた。これはフロン
ト・エンジン「ロードスター」にとってはインディ500最後の勝利。ファイアストンと
グッドイヤーによるタイヤ戦争勃発もあった。

傍らに立つスモーキー・ユニック製作のユニー
クな“サイドカー”は決勝進出ならず

開催日／天候   1964年 5 月30日／曇り
車両規定   非過給4200cc／過給2800cc以下
参加／決勝出走   61台／33台
優勝スピード   147.350mph（237.136km/h）。 2 位に 1′24″35差
賞金総額   $505,575
ポールシッター   J. クラーク　158.828mph（255.608km/h）　 3′46″66＝ 4 周合計
最速ラップ   B. マーシュマン　157.646mph（253.706km/h）　57″09　15周目
ルーキー賞   ジョニー・ホワイト（ 7 人中）
リー ド・チェンジ   4 回／4 人。1–6＝クラーク、7–39＝マーシュマン、40–47＝

クラーク、48–54＝ジョーンズ、55–200＝フォイト
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エマーソン・フィッティパルディ（マールボロSpl.）　269.695km/h　オーナー：Patrick Racing　グッドイヤー

フィッティパルディと接触したアンサーJr.は後ろ向き
となりウォールに激しくクラッシュ

リック・メアーズは 2 年連続PPを奪うものの、レースは前年のようなチーム・ペンス
キーの独壇場とはならず、興奮に満ちた展開となった。パトリック・レーシングは最
新ペンスキー・シャシーのPC18を獲得することに成功し、これをドライブしたエマー
ソン・フィッティパルディはアドバンテージを得て、レース中 8 回・計158周のリード
を奪った。終盤196周目の攻防でアル・アンサーJr.（ローラ）に一旦は先行を許すが、
周回遅れが密集する198周目ターン 3で両者のタイヤが接触、アンサーJr.はスピン→
クラッシュ。車から降りたアンサーJr.はコース脇に仁王立ちしフィッティパルディが
来るのを待ち、怒っているように見えたが、ブラジリアンが通り過ぎる際、サムアッ
プをしてみせたのだった。ブラジル人のインディ500制覇はこれが初。優勝賞金が100
万ドルを突破した。

開催日／天候   1989年 5 月28日／晴れ
車両規定   過給2650cc以下、ストックブロック過給3430cc以下
参加／決勝出走   107台／33台
優勝スピード   167.581mph（269.695km/h）。コーション下で終了
賞金総額   $5,723,725
ポールシッター   R. メアーズ　223.885mph（360.227km/h）　 2′40″797＝ 4 周合計
最速ラップ    E. フィッティパルディ　222.469mph（358.028km/h）　40″455　85

周目
ルーキー賞   バーナード・ジョルダイン&スコット・プルエット（ 4 人中）
リー ド・チェンジ   15回／5 人。1–34＝フィッティパルディ、35＝M. アンドレッテ

ィ、36＝ボエセル、37–87＝フィッティパルディ、88–92＝Mi. アンドレッティ、
93–112＝フィッティパルディ、113–123＝Mi. アンドレッティ、124–129＝フィ
ッティパルディ、130–139＝Mi. アンドレッティ、140–153＝フィッティパルデ
ィ、154–162＝Mi. アンドレッティ、163＝フィッティパルディ、164–165＝アン
サーJr.、166–195＝フィッティパルディ、196–198＝アンサーJr.、199–200＝フ
ィッティパルディ

コーション   7 回／43周
ペナルティ    No.81ヴコヴィッチはイエロー下での追い抜きにより 2 周ペナル

ティ
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ダン・フェルドン（クライン・ツールズ／ジム・ビームSpl.）　253.637km/h　オーナー：Andretti Green Racing　ファイアストン

初優勝も夢ではなかったダニカ・パトリック嬢。残り
7 周という時点ではトップ走行

ルーキーのダニカ・パトリック23歳が一夜にしてヒロインとなった。彼女は 4 位スタ
ートから好走を続け、56周目には史上初の女性リーダーとなり、190周目のリスタート
時にダン・フェルドンを抜いて再度トップに立った時は、そのまま優勝しそうな雰囲
気となり、観客も大騒ぎ。しかしフェルドンは 5 周後にトップを奪い返し、16位スタ
ートながら初優勝を飾る。イギリス人の勝利は1966年グレアム・ヒル以来。パトリッ
クはその後順位を落とし4.5秒差の 4 位でレースを終えるが、155周目ターン 4での 5
台が絡む事故に巻き込まれていたことを思えば、それでも素晴らしい結果で、ルーキ
ー賞も獲得。これ以降、女性ドライバーのインディ参戦が活発化する。ポールシッタ
ーはトニー・カナーン。 7 人により27回リード・チェンジがあるスリリングな展開。
エンジン 3メーカーの対決はこの年まで。

開催日／天候   2005年 5 月29日／晴れ
車両規定   非過給3000cc以下
決勝出走   33台
優勝スピード   157.603mph（253.637km/h）。コーション下で終了
賞金総額   $10,304,815
ポールシッター   T. カナーン　227.566mph（366.231km/h）　 2′38″1961＝ 4 周合計
最速ラップ   T. カナーン　228.102mph（367.094km/h）　39″4560　167周目
ルーキー賞   ダニカ・パトリック（ 6 人中）
リー ド・チェンジ   27回／7 人。1–2＝ホーニッシュ、 3 ＝カナーン、4–7＝ホーニ

ッシュ、8–25＝カナーン、26＝フランキッティ、27–37＝カナーン、38–54＝ホ
ーニッシュ、55＝フランキッティ、56＝パトリック、57–58＝ジュンケイラ、
59–97＝ホーニッシュ、98–100＝カナーン、101–111＝ホーニッシュ、112–115
＝カナーン、116–119＝ホーニッシュ、120–122＝カナーン、123＝フランキッテ
ィ、124–135＝カナーン、136–143＝フランキッティ、144–145＝カナーン、
146–149＝フランキッティ、150–161＝フェルドン、162–164＝メイラ、165–171
＝フェルドン、172–185＝パトリック、186–189＝フェルドン、190–193＝パト
リック、194–200＝フェルドン

コーション   8 回／46周
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佐藤琢磨（アンドレッティ・オートスポーツ）　250.083km/h　オーナー：Andretti Autosport　ファイアストン

F 1 王者アロンソのインディ初挑戦が話題に。27周に
わたってトップを走り「さすが」と唸らせる

佐藤琢磨が終盤のスリリングな大逆転の末、残り 6 周というところでトップを奪い、
4 勝目を狙うエリオ・カストロネヴェスを0.2011秒差で退けて初優勝、 5 年前の無念
を晴らした。日本人のインディ500制覇はもちろん初めてであり、アジア人としても
初、歴史的快挙となった。アンドレッティ・オートスポーツとしては 3 連覇。現役F 1
ドライバー（2005&06年世界チャンピオン）であるスペイン人フェルナンド・アロンソ
のインディ500初挑戦が事前には一番の話題であり、佐藤と同じアンドレッティ陣営か
らの参戦、驚くべき順応性を見せてトップ争いを展開、180周目にエンジン・トラブル
でリタイアするまでは優勝の可能性さえあった。彼は 3 位エド・ジョーンズを抑えて
ルーキー賞獲得。ホンダ・エンジンとしてはインディ12勝目となり、オッフェンハウ
ザー27勝に次ぎ、ミラーと並ぶに至った。

開催日／天候   2017年 5 月28日／晴れ・曇り
車両規定   過給2200cc以下
参加／決勝出走   33台／33台
優勝スピード   155.395mph（250.083km/h）。 2 位に 0″2011差
賞金総額   $13,178,359
ポールシッター   S. ディクソン　232.164mph（373.631km/h）　2′35″0630＝ 4 周合計
最速ラップ   佐藤琢磨　226.190mph（364.017km/h）　39″7896　150周目
ルーキー賞   フェルナンド・アロンソ（ 4 人中）
リー ド・チェンジ   35回／15人。1–5＝ディクソン、6–27＝カナーン、28–29＝カ
ーペンター、30＝ヒルデブランド、31＝モントーヤ、32–34＝カーペンター、

35–36＝ロッシ、37–42＝アロンソ、43–47＝ロッシ、48–60＝アロンソ、61–64
＝ロッシ、65–75＝佐藤、76–78＝ロッシ、79–81＝ハンター‐レイ、82–83＝
パワー、84–86＝チルトン、87–89＝ハンター‐レイ、90–93＝ロッシ、94–95
＝ハンター‐レイ、96–103＝カストロネヴェス、104＝ハンター‐レイ、105–109
＝ロッシ、110–112＝ハンター‐レイ、113–114＝レイハル、115–129＝ハンタ
ー‐レイ、130–134＝アロンソ、135＝ハンター‐レイ、136–138＝アロンソ、
139–142＝チルトン、143–147＝キンボール、148–165＝チルトン、166–167＝
デイヴィソン、168＝ヒルデブランド、169–193＝チルトン、194＝カストロネヴ
ェス、195–200＝佐藤

コーション   11回／50周
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フージアに吹いた風 

インディアナポリス・モーター・スピードウェイ。
Indianapolis Motor Speedway、略してIMS。1909年完成
だから、100年以上の歴史を持つ。現存するレース専用コ
ースとしては世界最古のものとなる。
アメリカ北東部・五大湖の畔にインディアナ州はある。

州の別名はフージア。人口648万人（2010年）。自動車の街
デトロイトを擁するミシガン州とも隣接している。その
インディアナ州の州都がインディアナポリス。その北西
部にコースは存在する。

20世紀初頭、インディアナポリスの実業家カールG. フ
ィッシャーは、生まれたばかりの自動車産業に大きな可
能性を感じていた。自身、ロングアイランドで行なわれ
た《ヴァンダービルト・カップ》や1905年フランスで開
催の《ゴードン・ベネット・カップ》（いずれも後述）を
目の当たりにし、アメリカにも常設レースコースが必要
だとの確信を持つに至る。そして地元実業家仲間に話を
持ち掛けた。プレストOライト社（アセチレン・ヘッドラ
イト製造）を共同経営するジェイムズA. アリソン、ナシ
ョナル・モーターズ社のアーサーC. ニュービー、ホイー
ラー‐シェブラー・キャブレター社のフランクH. ホイー
ラーらの賛同と資金援助を得て、 4 人は1909年 2 月 8 日
にIMSを設立する。初代代表にはフィッシャーが就いた。

平坦な土地1025エイカーがまず確保された。そこに一
周2.5マイル（4.023km）の長方形のトラックを作ることに
する。ヨーロッパにはないコース形状。メインストレッ
チとバックストレッチはどちらも 5/8マイル（1.006km）、
4つのターンはいずれも 1/4マイル（0.402km）、その合
間にショート・シュート（short chute）と呼ぶ短い 1/8マ
イル（0.201km）のストレートを挟む。それぞれのターン
には 9 度12分のバンク（傾斜）が付けられた。

当初は 7 月 4 日の独立記念日に合わせて 4 輪レースを
催すはずだったが、工事が遅れ、実際には 8 月19日へと
延期になってしまう。それに先駆けて、 6 月 5 日には空
中で気球レースが催され、 8 月14日には 2 輪レースが組
まれた。そして 8 月16日からは 4 輪の試走が始まるが、
3 日目には路面の荒れが目立つようになった。そして300
マイル・レースの235マイルが終わるところで終了される
事態に。事故も多発し、死傷者も出た。

路面は砕いた石にタールを被せたものだったが、その
失敗に気付いたフィッシャーはすぐに次の手を打つ。2.5
マイル・コースのすべてを煉瓦（その数320万個）で埋める
ことにしたのだ。同年12月17～18日の再開に向けて、た
った63日間で作業を完了させた。煉瓦（brick）を敷き詰め

たレース専用コースなど、他にどこにもない。「ブリック
ヤード」という綽名はこの時に出来た。

「ザ・500マイル」誕生 

1910年には新しい路面で数多くのレースが無事に行な
われたが、回数を重ねるごとに観客数が落ち始めた。同
じようなレース大会を繰り返していたら観客は飽きてし
まう。創設メンバーは協議のうえ、1911年からは一年に
一度、 5 月30日のメモリアル・デイ（戦没者追悼記念日）
に世界のどこにもないビッグレースを開催しようと決め
る。当初は1000マイル・レースや24時間レースも考慮され
た。しかし夜間照明を必要としない昼間のレースに限定
すると、日没時刻から逆算して500マイル・レースという
結論に至った。大会名は「International Sweepstakes」、
賞金総ざらい競争、という意味だ。実はずっと後年まで、
これが正式名称だった。初回の参加車両はエンジン排気
量が600ci（9832cc）以内というもの。AAA（American 
Automobile Association）競技団の認可も得られた。

記念すべき第 1 回大会には、 8 万人の観客が集まり、
5つのスタンドからはみ出さんばかりの盛況だった。回
を重ねるごとにインディ500の評判は高まり、スタンドの
増設、諸設備の充実、安全性の改善等が図られていく。
2018年現在では固定観客席の数は25万席。

基本的にその500マイルを一人で走る。初期は、長時間
に及ぶためにリリーフ（ドライバー交代）もOKだった。
ただし記録上は正ドライバーのみ記される。また、イン
ディに限らず欧州のGPレースでも初期はメカニックの
同乗が当たり前だった。ラリー競技のナビゲータにも似
るが、初期のレーシングカーは走行中に目視でチェック
しないといけない要素が多く、また後方車両との差を確

a history of
American Auto Racing

アメリカン・オートレーシング概史

インディのコース俯瞰図。一周2.5マイルの長方形。スタート位置は
上方。1936年の撮影
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インディ500関連 アメリカ（インディ以外） ヨーロッパ 日本

1894 パリ～ルーアン間トライアル 1894
1895 シカゴ～エヴァンストン・レース パリ～ボルドー往復レース 1895
1896 ダート路の競馬場で初レース 1896
1897 1897
1898 1898
1899 陸上スピード記録100km/h突破（フランスで電気自動車） 1899
1900 初の国際レース、ゴードン・ベネット・トロフィー 1900
1901 1901
1902 1902
1903 デイトナ砂浜で競技会 パリ～マドリードで重大事故。都市間レース中止 1903
1904 ヴァンダービルト・カップ初開催（16年まで） 1904
1905 1905
1906 陸上スピード記録200km/h突破（スタンレー蒸気車） 第 1 回ACFグランプリ（フランス）開催 1906
1907 ブルックランズ・サーキット（イギリス）完成 大倉喜七郎がブルックランズ開幕戦で 2 位 1907
1908 アメリカン・グランド・プライズ初開催（16年まで） ニューヨーク～パリ・レース 1908
1909 インディアナポリス・コース完成 1909
1910 1910
1911 第 1 回インディ500開催 モンテカルロ・ラリー初開催 1911
1912 1912
1913 1913
1914 1914
1915 ボード・トラック誕生 第一次世界大戦による中断（19年まで） 目黒競馬場で自動車レース初開催 1915
1916 1916
1917 第一次世界大戦により中止。18年まで 1917
1918 1918
1919 1919
1920 1920
1921 アメリカ人アメリカ車フランスGPで初優勝 1921
1922 洲崎にて自動車レース開催。日本自動車競走俱楽部発足 1922
1923 ル・マン24時間レース開始。ミッレ・ミリア開始 1923
1924 スパ24時間レース開始 1924
1925 優勝スピード100mph突破（ 5 時間を切る） 1925
1926 1926
1927 陸上スピード記録300km/h突破（H. シグレイヴのサンビームがデイトナで） 1927
1928 1928
1929 モナコGP開始 1929
1930 ジャンク・フォーミュラ時代 1930
1931 1931
1932 陸上スピード記録400km/h突破（M. キャンベルのブルーバードがデイトナで） 1932
1933 1933
1934 GP規定改訂、750kgフォーミュラ開始。ドイツ勢の覇権（39年まで） 1934
1935 同乗メカのチック・ヒラシマ、PPスタート 1935
1936 ヴァンダービルト・カップ復活。欧米対決。37年まで 多摩川スピードウェイ開設（ 4 輪は38年まで） 1936
1937 陸上スピード記録500km/h突破（G. アイストンのサンダーボルトがボンネヴィルで） 1937
1938 GP規定改訂、 3リッター・フォーミュラ開始 1938
1939 1939
1940 第二次世界大戦による中断（45年夏まで） 1940
1941 1941
1942 第二次世界大戦による中断（45年まで） 1942
1943 1943
1944 SCCA設立 1944
1945 パリ・ブローニュの森にて戦後初の自動車レース 1945
1946 戦後初のインディ500開催 新設FIAがF 1 ／F 2 規定を制定 1946
1947 陸上スピード記録600km/h突破（J. コッブのレイルトンSpl.がボンネヴィルで） 1947
1948 NASCAR統轄ストックカー・レース開始 1948
1949 復活ル・マン24時間で初出場フェラーリが優勝 1949
1950 インディ500が世界選手権戦に加わる（60年まで） 公道レース「カレラ・パナメリカーナ・メヒコ」（54年まで） 世界選手権F 1 GP開始。ドライバー対象 1950
1951 NHRA統轄ドラッグ・レース開始。セブリング12時間初開催 1951
1952 船橋競馬場内オートレース場で 4 輪レース初開催 1952
1953 世界スポーツカー選手権開始 1953
1954 F 1 規定2.5リッター化。メルセデスベンツが復帰即優勝 1954
1955 AAAが競技統轄放棄、USACが引き継ぐ ル・マン24時間で観客80名以上が死亡する惨事。スイスでレース開催禁止に 浅間火山レース（ 2 輪） 1955

世界レース年表
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おわりに

「佐藤琢磨もこれでフランク・ロックハートと肩を並べる存在になった」と言ったら、昔から現地に住む90歳の筋金入
りインディ・ファンの爺さんはきっと言うだろう。
「いや、それはどうだかね」と。
アメリカにはアメリカのレースがある。歴史がある。伝統がある。秩序がある。ヨーロッパも同様だ。日本だって同

様かもしれない。しかしそれらをグローバルに100年単位で俯瞰する習慣が、少なくとも日本のモータースポーツ報道に
はこれまで存在しなかった。日本が日本人視点でF 1 GPを何十年語ってもひとりの勝者も生まれないように、日本が日
本人視点でインディを何十年見ていてもひとりの勝者も生まれないだろうと、長年思っていた。
それが2017年 5 月、覆された。日本人・佐藤琢磨がインディで勝ったのだ。
嬉しくて、未明、テレビの生中継が終わらないうちに現地で長年取材をしている旧知の日本人ジャーナリストにメー
ルを送った。しばらくして、興奮気味の返信メールが届いた。
「生きているうちに、こんな場面に立ち会えるとは思わなかった」と。
インディ500の歴史を知れば知るほど、それで勝つことがいかに偉大であるかが分かる。知らなければ、分からない。

日本人はアメリカのレースを知らなすぎる。あるいは、勘違いしすぎている。せっかくのツインリンクもてぎのオーバ
ル・コースが閉鎖されたままなのも、何とも残念。 4 回勝ったA. J. フォイトやアル・アンサーやリック・メアーズの名
前を知っているからと言って、分かった気分になっていてはいけない。彼らだけが特筆されるべき存在ではない。
「わずか 1 勝」でも「 0 勝」でも、ヒーローはどの時代にもいた。1911年～2017年の107年・101大会に、一度でも出走
した経験がある者は700人弱。ある者は勝利に歓喜し、ある者は悔し涙にくれ、ある者は夢を見ながら死んでいった。そ
のひとつひとつの尊い積み重ねが、未来に向けての更なる歴史となっていく。
そのことを、日本のレースファンはまだ多くを知らない。教えてくれるはずのメディアが少ない。「歴史的快挙」とい
う単語を一瞬だけ安易に振りかざすのみのメディアよりも一歩先を行こう。だから、インディ500のことをもっと知ろ
う。アメリカのレースのことをもっと知ろう。

例えばフランク・ロックハートの波乱万丈の人生を今後日本語で記す者が現われた時、それに触発されて、もっと深
く正しく歴史を後世に伝えたいと思う者が現われた時、佐藤琢磨が2017年に残した足跡の偉大さが改めて再認識される
ことになるだろう。

＊　＊
本書に使用した写真はすべて、IMS（Indianapolis Motor Speedway）のメディア向けフォト・アーカイブからのもの。

歴史資料に関する取り組み方には敬服するばかりだ。また、インディやアメリカン・レーシングに関する資料や洋書は
個人的に40年ほど以前から購入収集してきたが、近年の資料や公式プログラムに関しては天野雅彦、松本浩明の両氏の
協力によるところが大きい。改めて感謝したい。

志を持つ皆で協力し合いながら、アメリカン・レースに関する情報を日本にもっと広めたい広めてほしいと強く思う。

林 信次

※本書の一部あるいは写真などを無断で複写・複製（コピー）することは、法律で認められた場合を除
き、著作者及び出版社の権利の侵害になります。個人使用以外の商業印刷、映像などに使用する
場合はあらかじめ小社の版権管理部に許諾を求めて下さい。落丁・乱丁本は、お取り替え致します。
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林 信次
1955年（昭和30年）東京杉並生まれ。74年明治大学入学と同時にモータースポーツ
専門誌『オートテクニック』の編集アルバイトを開始。81年に『F 1 GP 1950–80
全342戦完全記録』を自費出版。グランプリ出版社員を経てフリーランスに。86年
『レーシングオン』誌創刊スタッフ。その後、主宰するGIRO名義で執筆＆編集を
2004年まで担当。06年『日本の名レース100選』を創刊。現在は『F 1 速報』誌に
コラムを連載中。著書に『サーキット・ヒーロー』（光風社／88年）、『時にはオポ
ジットロック』（ニューズ出版／93年）、『F 1 戦士デビュー伝説』（ベストブック
／94年）、『F 1 全史』（ 1 ～10巻まで／ニューズ出版）、『富士スピードウェイ最初
の40年』（三樹書房／05年）等がある。

編集部より
2017年 5 月、佐藤琢磨選手が日本人初となるインディ500での優勝を成し遂げました。モナコGPやル・マン24時間
レースと並び、世界三大レースでの勝利は、まさに快挙といえます。インディ500は、100年以上も歴史のある伝統の
レース大会ですが、日本ではその詳細を紹介したものが多くありませんでした。
そこで、長年モータースポーツの歴史考証等に携わられている林信次氏に、佐藤琢磨選手の優勝に至るまでの、イ

ンディ500に関する情報を日本の書籍で紹介することを相談したところ、林氏も同様の考えをお持ちでした。長年調査
を続けている林氏と協議の末、公式に残されているレース記録とオフィシャル写真を駆使して、第 1 回からのレース
大会から、佐藤琢磨選手が優勝した第101回までの記録を、日本で初めての書籍として企画することとなりました。

読者の皆様には、F 1 GPなどとは違った、アメリカン・レースの詳細をご理解いただき、関心と興味をより深めて
いただければ幸いです。

既存メディアとは異なる名称表記をあえて使用している箇所もありますが、お気づきの点がございましたら、該当
する資料とともに弊社編集部までご通知いただけますと幸いです。

三樹書房　編集部


